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４．飯盛山と白虎隊をはじめとする先人慰霊にみる歴史的風致 

 

（１）はじめに 

寛政11年（1799）会津藩は、鶴ケ城（若松城）西出丸の濠を隔てた西側において藩

校の建設に着手し、敷地約 8,000 坪、建物約 4,000 坪の施設は享和３年（1803）に完

成し、日新館と称されました。 

日新館への入学は 10 歳から許され、文武両道の 28 科目のほか、大学や寮を有し、

全生徒数は千数百名に及んだとされ、会津論語と称される『日新館童子訓』（享和３

年（1803））による教学や、数学、医学、薬学、天文学のほか砲術や泳法など特色あ

る教育がなされました。 

特に、天文学では、現在も一部が現存する天文台が敷地内に設けられ、『会津暦』

（寛文５年（1665））の発行に関する検討がなされたほか、泳法では、日本最古のプ

ールと称される石垣積みの水練場での訓練が行われ、戊辰戦争後に個人の所有となり、

昭和30年（1955）頃まで水練場が現存していました。日新館での文武の鍛錬を重ねて

いた会津藩は、慶応４年（1868）の鳥羽・伏見の戦いにおける惨敗を経て、直ちに軍

政の改革を行い、兵法や軍制度、兵器類を西洋流に改めました。藩士による正規隊を

年齢別に編成し、農・町民による民兵を募り挙藩一致の体制づくりが図られ、部隊は

年齢別に四神である「白虎、朱雀、青龍、玄武」隊に編成され、これにより白虎隊が

誕生しました。 

白虎隊をはじめとする各部隊の構成 

部隊総称 年齢分け 身分・級分け 小隊数 中隊数 隊員数 

白虎隊 16、17 歳 

士中隊（上級藩士） 

寄合隊（中級藩士） 

足軽隊（下級藩士） 

２ ６ケ中隊  約 300 名   

朱雀隊 18～35 歳 ４ 12 ケ中隊 約 1,200 名 

青龍隊 36～49 歳 １～４ ９ケ中隊  約 900 名 

玄武隊 50 歳以上 １～２ ４ケ中隊   約 400 名 

    

慶応４年(1868)、戊辰戦争の際、滝沢本陣より出陣した16～17歳の少年たちで編成

された白虎士中二番隊は、戸ノ口原合戦場から退却し、滝沢峠の間道を下り、戸ノ口

堰の洞門をくぐり飯盛山に辿
た ど

り着くと、鶴ケ城（若松城）の天守を覆い隠す濛
も う

々
も う

たる

黒煙を目にします。そのとき、隊士の間では城に戻り戦うか、敵陣に斬り込み一人で

も多く道連れにするか激論が交わされたとされます。 
結果として彼らが選んだのは自刃であり、捕らえられて生き恥をさらすより潔く死

を選ぶという、武士としての結論でした。ある者は腹を割き、ある者は喉に刃を突き

立て凄惨たる光景であったとされます。西軍は飯盛山で自害した白虎隊士の遺体に手

を触れる事を許さなかったとされ、約３ヶ月後、付近の村人らによって飯盛山ふもと

の妙国寺に密かに仮埋葬され、改葬が許されたのは明治２年（1872）のことでした。 

全員が自決するなか、一命をとりとめた飯沼貞吉によって、白虎隊の忠義と悲運の

物語が広く知られるところとなり、春と秋の年２回行われる墓前祭では、白虎隊を偲

びその霊を慰める剣舞が奉納されています。 
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飯盛山周辺の地形図 
(『近代会津百年史』（昭和 41 年（1966）一部加筆)） 

白虎隊自刃之図 穂積朝春 画 
(『公益財団法人会津弔霊義会百年誌』（平成 29 年（2017）)） 
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（２）建造物等 

①旧滝
た き

沢
ざ わ

本
ほ ん

陣
じ ん

横
よ こ

山
や ま

家
け

住宅（国の重要文化財（建造物）） 

戊辰戦争の際は本営となり、慶応４年（1868）

藩主松平容保が白虎隊士中二番隊に敵を迎え撃つ

べく戸ノ口原への出陣を命じたところです。 

戊辰戦争では鶴ケ城（若松城）と滝沢峠を結ぶ

戦略的拠点となり、座敷には弾痕や刀傷が残さ

れ、戦闘の激しさを今に伝えています。 

旧滝沢本陣は、江戸への主要な街道であった旧

白河街道筋に位置し、会津藩主参勤の滝沢峠越え

に備えて、延宝年間（1673-1680）に滝沢組近郷 11 ヶ村郷頭であった横山家に設け

られました。 

以後、歴代藩主の参勤交代、領内巡視、藩祖保
ほ

科
し な

正
ま さ

之
ゆ き

を祀る土
は に

津
つ

神社（猪苗代

町）への参詣に際し休息所として使用されてきました。 

旧滝沢本陣には、茅葺屋根や延宝６年（1678）に建築された書院造りの母屋、木

造平屋建て、西面寄棟、裏面切妻、御入御門（切妻、茅葺、一間一戸）、本陣（文

化文政期に増築、御座の間（床の間、棚付）、御次の間）、名子屋（木造平屋建て、

寄棟、茅葺、外壁は真壁造土壁鏝押え、腰壁板張り、身分が低い人物が利用したた

め、天井と畳無し）などほぼ当時の姿を留めて残っています。 

 

②戸
と

ノ
の

口堰
く ち ぜ き

洞門
ど う も ん

 

猪苗代湖北西岸の戸ノ口から会津盆地へ水を

引く全長約 31 ㎞の用水堰であり、元和９年

（1623）に八田野村（現河東町八田野）の肝煎
き も い り

、

八
は っ

田
た

内蔵之
く ら の

助
す け

という人が村の周辺に広がる原野に

猪苗代湖から水を引いて開墾するため、藩主蒲生

忠郷に願い出て、奉行志
し

賀
が

庄
しょう

兵
べ

衛
え

に命じて開削に

取りかかったことに始まります。 

元禄６年（1693）にそれまでの八田野堰から戸

ノ口堰に改名され、藩による工事の中断や私財に

よる整備など段階的に工事が続けられ、天保６年

（1835）から３年の歳月をかけ５万人以上を動員

した大改修を経て天保８年(1837）に延長約 150ｍ

の戸ノ口堰洞門が貫通し、天保９年（1838）に鶴

ケ城（若松城）の城下まで用水できるようになり

ました。 

白虎隊士中二番隊は戸ノ口原に布陣している味方軍応援のため派遣されました

が、戦に利あらずと判断し、帰城の途中、隊士 20 名が通過した洞穴であり、その

後の飯盛山での自刃にいたることとなった場所です。現在、安全対策ための改修工

事が施されております。 

旧滝沢本陣御門 

戸ノ口堰洞門（昭和７年） 
洞門で水浴をする人々 

戸ノ口堰洞門（現在） 
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③会
あ い

津
づ

飯
い い

盛
も り

山
や ま

白
びゃっ

虎
こ

隊
た い

士
し

墳
ふ ん

墓
ぼ

域
い き

（国の登録記念物） 

明治 16 年（1883）に整備された白虎隊士

の墓は、明治 23 年（1890）に墳墓域が拡張

されましたが、それでもなお狭く、東武鉄道

の創始者である根
ね

津
づ

嘉
か

一
い ち

郎
ろ う

と、もと白虎隊士

で後に東京帝国大学総長の山
や ま

川
か わ

健
け ん

次
じ

郎
ろ う

を中心

として大正 14 年（1925）にさらなる拡張工

事が行われ、会津の多くの人々も工事の一部

を負担し、進んで労力を提供するなどして現

在の墳墓域が整備されました。 
墳墓域には、鶴ケ城（若松城）を望んで自

刃した 19 人の白虎隊士と各地で戦死した 31

人の白虎隊士の墓碑群があり、同時期に戦死

した 62 人の少年武士の慰霊碑が、松
ま つ

平
だいら

容
か た

保
も り

の歌碑などと共に祀られています。 

正面に配置された白虎十九士の墓は、明治

23 年（1890）に現在の形に整備され、右手山

側に配置された白虎隊士 31 名（士中３名、

寄合 22 名、足軽６名）の墓は、明治 33 年

（1900）に建てられました。 

左手谷側に配置された碑は、白虎隊所属の

有無に関係なく、領内や京都、新潟、栃木な

どで大人と一緒に戦い戦死した 14～17 歳の少

年武士 62 名の慰霊碑で、平成 13 年（2001）

に建てられました。 

白虎隊士の殉難忠節に対する第９代藩主松

平容保による弔歌の碑は、明治６年(1873）に

建てられたとされ、「幾人の涙は石にそそぐと

もその名は世々に朽ちじとぞ思う」 

と刻まれています。 

   

白虎十九士の墓（昭和元年） 

白虎十九士の墓（現在） 
降り口の階段が増設されている 

 

白虎十九士の墓碑 
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④飯盛山
い い も り や ま

参道
さ ん ど う

 

大正 15 年（1926）の地元の新聞報道によると、墳墓域の拡張工事と併せて大正

14 年（1925）に表参道の整備に着手し、大正 15 年(1926）に仮完成したとされ、

新道は幅約９ｍの切り通しで一直線となりました。 

その後も整備がなされ、昭和３年（1928）に現在の 183 段の参道が完成しまし

た。 

 

 

⑤旧
きゅう

正
しょう

宗
そ う

寺
じ

三
さ ん

匝
そ う

堂
ど う

（さざえ堂）(国の重要文化財(建造物)) 

さざえ堂は寛政８年（1796）飯盛山に建立された、高さ 16.5 ｍ、六角三層のお

堂で、正式名称は「円
え ん

通
つ う

三
さ ん

匝
そ う

堂
ど う

」といいます。当時飯盛山には正
しょう

宗
そ う

寺
じ

というお寺が

あり、その住職であった僧郁
い く

堂
ど う

の考案した建物です。その独特な２重螺旋のスロー

プに沿って当初西国三十三観音像が安置され、参拝者はこのお堂をお参りすること

で三十三観音詣りができましたが、現在円通寺は無く、建屋のみが残され一般に公

開されています。珍しい建築様式を採用したことで、建築史上その特異な存在が認

められ、平成７年（1995）に国の重要文化財に指定されました。 

 白虎隊士は戸ノ口堰洞門をくぐり、さざえ堂の前を通って自刃の地に向かいまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯盛山参道（現在） 飯盛山参道（昭和 16 年） 

さざえ堂（昭和８年） さざえ堂（現在） 
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（３）活動 

①白虎隊士墓前祭をはじめとする先人慰霊祭 

明治も末頃になると旧会津藩士や遺族も

少なくなり、今後の祭典の開催や執行にお

いて、永続性が心配されました。そこで戊

辰 50 年祭を期して、祭典が未来永劫に渡

り行えるよう正式な組織を作りたいという

機運が生じることとなり、発起人のなかか

ら会長を選任し、会
あ い

津
づ

弔
ちょう

霊
れ い

義
ぎ

会
か い

が設立され

ました。 

大正３年（1914）内務大臣宛に財団法人

設立の認可申請を行い、大正６年（1917）

ようやく内務大臣の名で認可されました。目的は「戊辰の役会津戦死者の霊魂を祭

祀するを以て目的とす」として以下のとおりでした。 

 

 １.阿弥陀寺並長命寺、飯盛山に於ける戦死者墳墓を永遠に維持すること 

 ２.会津地方に散在する戦死者遺骨を阿弥陀寺に合葬すること 

 ３.飯盛山所在の白虎隊戦死者に関する建造物を永遠に維持すること 

 ４.戦死者の祭典を行うこと 

 

白虎隊士墳墓域や建造物の維持、保存を行うとともに、全国からの参列者を得て

毎年４月 24 日と９月 24 日の春秋２回、神式による白虎隊士墓前祭が行われていま

す。 

また、戊辰祭の各前日（４月 23 日と９月 23 日）には、戊辰殉難者の供養が、旧

会津藩士が多く祀られている長命寺及び阿弥陀寺において執り行われており、旧会

津藩士が果たした歴史的役割や精神的遺産を顕彰する取り組みが続けられていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また会津若松市内では、戊辰戦争で激戦を極めた藩士、諸霊の、慰霊祭や顕彰

活動が各町内で行われています。この活動は、墳墓史跡を維持保存し、その霊を

慰め、果たした役割、精神を顕彰するものです。 

この活動を広く後世に伝えるため、現在も継承されています。 

長命寺での祭祀 白虎隊士墓前祭 
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白虎隊士墓前祭の活動場所 

会津若松市において行われている、他の主な先人慰霊祭・顕彰活動等一覧 
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②白虎隊剣舞奉納 

旧制会津中学校の前身にあたる私黌日新

館(明治 16～20 年（1883～1887 年))の初代

館長であった中
な か

條
じょう

辰
と き

頼
よ り

が、同日新館教授で

あった佐
さ

原
は ら

盛
も り

純
ず み

に白虎隊の霊を慰める剣舞

歌の作詞を依頼したことに始まります。 

明治 17 年（1884 年）戊辰戦争を戦った

元藩士佐原盛純は 20 行の漢詩、剣舞を完

成させ、同年、飯盛山の墓前で白虎隊士 17

回忌辰祭が挙行され、そこではじめて奉納

されました。白虎隊剣舞は真剣を使ってい

たことから指や脚を負傷したり、袴を切ら

れたりする者もいましたが、昭和 20 年

（1945）旧制会津中学生による墓前奉納を

最後に刀を使うことが禁止され、剣舞は中

止されることとなりました。その後、卒業

生らによる墓前での吟奉納は続けられ、昭

和 28 年（1953）に会津高等学校生徒によ

る模造刀を用いた墓前奉納が行われ、白

虎隊剣舞が再開されました。以後、毎年

９月の墓前祭で剣舞奉納が続けられてい

ることが、会津弔霊義会の活動記録でも

確認することができます。会津高等学校

の剣舞委員会により、今もなお「見せる

剣舞ではなく奉納する剣舞」の原則が貫

かれ、奉納に向けた日々の稽古が続けら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白虎隊詩碑の書稿 

会津高等学校剣舞委員会による奉納 

白虎隊剣舞奉納の飯盛山周辺での活動場所 
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剣舞歌「白虎隊」と訓解 

 

※古代中国における斉国の王であった田横に対する家臣の忠義にまつわる故事 

 

 

 



122 

（４）おわりに 

戊辰戦争のおり、旧滝沢本陣より、16 ～17 歳の少年たちで編成された白虎士中二

番隊が出陣し、戸ノ口原合戦場から退却し、滝沢峠の間道を通り、戸ノ口堰の洞門を

くぐり飯盛山に辿り着くと、鶴ケ城（若松城）の天守閣は黒煙のなかに見え隠れし

て、「城は陥落したか、今は主君のために殉じよう」とした隊士殉難の事績を広く世

の人に知らせるとともに、後進の青少年らを鼓舞しようとの志から、白虎隊士を偲ぶ

ための活動が行われたことが始まりとなり、現在まで会津弔霊義会による白虎隊士墓

前祭は続けられています。 

戦死した少年戦士たちを慰霊する白虎隊墓前祭は飯盛山の白虎隊士十九士の墓前で

毎年４月 24 日と９月 24 日の春秋２回行われ、全国から多くの参列が行われており、

白虎隊士を偲ぶ参拝者により献じられる線香は後を絶たず、白煙とともに周囲一帯を

覆い、歴史的風致を形成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

歴史的風致の範囲 
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あいづっこ宣言を示すポスター 

【（コラム）現代版「什の掟」】 

「什の掟」とは 

同じ町に住む６歳から９歳までの藩士の子供たちは 10 人前後で集まりをつく

り、これを会津藩では「什 （じゅう）」と呼び、そのうちの年長者が什長（座

長）となりました。 
毎日順番に、什の仲間のいずれかの家に集まり、什長が次のような「話」を皆

に申し聞かせ、すべて終わると、昨日から今日にかけて「話」に背いた者がい

なかったかどうかの反省を行いました。 
一、年長者の言ふことに背いてはなりませぬ 

一、年長者にはお辞儀をしなければなりませぬ 

一、嘘言（うそ）を言ふことはなりませぬ 

一、卑怯な振舞をしてはなりませぬ 

一、弱い者をいぢ（じ）めてはなりませぬ 

一、戸外で物を食べてはなりませぬ 

一、戸外で婦人（おんな）と言葉を交へてはなりませぬ 

ならぬことはならぬものです 
什により、若干内容が異なる部分があったといわれますが、終わりの「ならぬ

ことはならぬものです」は、どの什も共通であったとされます。これらのきま

りは、すべて大人に言われてつくったものではなく、子供たちが制約や強制を

受けずに自分たち自身でつくり、「会津武士の子はこうあるべきだ」ということ

を互いに約束し、励み合ったと考えられています。 
 
「あいづっこ宣言」 

 

会津若松市では、市民一人ひとりが

「次代を担う会津人の育成」を自ら

の課題として捉え、家庭や学校、地

域が一体となり、それぞれの立場か

ら青少年健全育成のための行動を起

こしていく「共通の指針」として、

「青少年の心を育てる市民行動プラ

ン“あいづっこ宣言”」を策定しま

した。 

令和３年度に策定から 20 周年を迎え、「あいづっこ宣言」は、会津の伝統的

な規範意識を踏まえて、「会津に育つすべての子どもが、このような子どもに育

ってほしい」という想いを示したものであり、子供からお年寄りまで、すべて

の者が一丸となって取り組めるよう、「わかりやすい」、「唱えやすい」、「訴えや

すい」ことを基本に作られました。 
「あいづっこ宣言」は、子供の立場からは「このような子ども・会津人になり

ます」という宣言でありますが、同時に、大人の立場からは「子どもたちの手

本となり、このような子ども・会津人を育てます」という宣言でもあります。 
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一 人をいたわります 

  お年寄りや困っている人に親切にしましょう 

自分をはじめ、命あるものを大切にしましょう 

みんなのために、すすんでボランティア活動をしましょう 

二 ありがとうごめんなさいを言います 

  「おかげさま」の気持ちをもちましょう 

まちがったことは素直に認め、あやまる気持ちをもちましょう 

礼儀について心がけ、言葉づかいに注意しましょう 

三 がまんをします 

  甘えをおさえ、わがままをいわないようにしましょう 

失敗や困難な体験も大きな経験となります 

なにごとも最後までがんばりましょう 

四 卑怯なふるまいをしません 

自分さえよければという考えはなくしましょう 

うそをついたり、人のいやがることはしないようにしましょう 

人として恥じない正々堂々とした行いをしましょう 

五 会津を誇り年上を敬います 

  自然体験や社会体験を通して、会津のことをよく知りましょう 

会津の歴史や文化を学び、先人、両親、そして年上の人を尊敬しましょう 

生まれ育った会津を誇り、愛する気持ちをもちましょう 

六 夢に向かってがんばります 

  目標に向かって、くじけずに努力しましょう 

みんなの夢のために、もてる力を使いましょう 

みんなでよりよい会津をつくりましょう 

やってはならぬ やらねばならぬ ならぬことはならぬものです 

  わるい誘惑に負けない強い心を持ちましょう 

やらなくてはならないことは、しっかりとやりましょう 

自分勝手な行動はやめ、社会生活のルールをまもりましょう 

 


